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令和７年５月２日
保護者の皆様

新宿区立西早稲田中学校
校 長 塚 本 桂 子

各教科の評価・評定について

本校の各教科の評価、評定のカッティングポイントを下記のように決めておりますのでお知らせいたします。

記

１．観点別学習状況の評価
中学校学習指導要領に示す各教科の目標に照らして，その実現の状況を観点ごとに評価し、Ａ，Ｂ，Ｃの記号により記入します。

Ａ：十分満足できると判断されたもの → 達成値が最高値の８０％以上
Ｂ：おおむね満足できると判断されたもの → 達成値が最高値の５０％以上８０％未満
Ｃ：努力を要すると判断されたもの → 達成値が最高値の５０％未満

（例）①数学 知識・技能
・数量や図形などについての基本的な概念や原理･法則などを理解している。
・事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現･処理したりする技能を身に付ける。
を評価します。

評価の場面の例：定期テスト、小テスト、授業での説明

②数学 思考・判断・表現
・数学を活用して事象を論理的に考察する力、数量や図形などの性質を見いだし総合的･発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔･明
瞭･的確に表現する力を身に付ける。
を評価します。

評価の場面の例：定期テスト、小テスト、レポートの内容、授業での説明

③数学 主体的に学習に取り組む態度
・数学的活動の楽しさや数学の良さを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとしたり、問題解決の過程を振り返って評価･改善しよ
うとしている。
を評価します。

評価の場面の例：授業観察（発言内容、取り組み状況）、振り返りシート、問題集への取り組み、ドリルパークへの取り組み、ノートへの記入内容

※個人内評価：自分で学習理解の目標をたて、実践の評価を行い次の学習の改善を考えていくものです。

※評価対象の資料は、定期テストのみとは限らず、いくつかの資料を積み重ねて評価しています。
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２．評定

各教科

中学校学習指導要領に示す各教科の目標に照らして，その実現状況を総括的に評価し、５段階で表示し、記入します。

５：十分満足できると判断されるもののうち、特に高い程度のもの ３つの観点を総合して９０％以上の達成値
４：十分満足できると判断されるもの ３つの観点を総合して８０％以上９０％未満の達成値
３：おおむね満足できると判断されるもの ３つの観点を総合して５０％以上８０％未満の達成値
２：努力を要すると判断されるもの ３つの観点を総合して２０％以上５０％未満の達成値
１：一層努力を要すると判断されるもの ３つの観点を総合して２０％未満の達成値

観点別評価から評定に総括する際には、３つの観点とも丁寧に反映されますから、バランスよくしっかり取り組むようお子様に伝えてください。
なお、各教科について本校では、次のように扱います。

（例１）３つの観点があり、その配分の割合は１：１：１になっています。
Ｎさんの場合：（８０＋８２＋８７）÷３＝８３（％）ですので評定は「４」となります。
※上の数式のカッコ内の数字は各観点の達成率（％）を表しています。

観 点 観点の割合：通知表では表示されません 評 価 評 定
知識・技能 ８０％ Ａ
思考・判断・表現 ８２％ Ａ ４
主体的に取り組む態度 ８７％ Ａ

（例２）３つの観点があり、その配分の割合は１：１：１になっています。
Ｍさんの場合：（８９＋８８＋９６）÷３＝９１（％）ですので評定は「５」となります。
※上の数式のカッコ内の数字は各観点の達成率（％）を表しています。

観 点 観点の割合：通知表では表示されません 評 価 評 定
知識・技能 ８９％ Ａ
思考・判断・表現 ８８％ Ａ ５
主体的に取り組む態度 ９６％ Ａ

※（例１）、（例２）のように評価は同じでも評定は違う場合があります。
（例えば、各観点がオール「Ａ」でも評定が「５」の場合と「４」の場合があります。）

※個人内評価も行います。

※特別の教科 道徳の評価は、３学期に文章でお知らせいたします。


